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検索ツールからデスクトップア
クセサリーへ

Googleデスクトップ検索の特徴的な機

能に、サイドバーと呼ばれる機能がある

（図1）。これは、ウィンドウの右端に置か

れ、サイドバープラグインと呼ばれる小さ

なプログラムが表示される。これらのプ

ラグインは、縦方向に領域を共有してお

り、たたんでタイトルのみの表示、あるい

は広げて大きな表示とすることも可能。

また、横方向はマウスで設定できる。

ここに置かれるプログラムには、RSS

の表示やGmail、Google Newsなどの情

報表示やCPUの負荷表示、ToDoリスト

などがある。また、Googleのサイトから

追加のプラグイン（図2）をダウンロードし

てインストールすることもできる。多くの

プラグインは、Googleの機能を使ってい

るとはいえ、ここまでくると立派なデスク

トップユーティリティーである。また、

Googleではプラグイン作成のための情報

を公開しているため、ユーザーが自身で

検索を科学する
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プラグインを作ることも可能だ。

なお、このサイドバーは、表示させず

に従来通りのキーワード入力用のウィン

ドウだけにすることも可能だ。

パーソナライズドホームを
デスクトップへ

このサイドバーの機能、よく見ると

Google が提供しているPersonalized

Homeにも似た部分がある。Newsや

Gmailなどである。考えようによっては、

Personalized Homeのデスクトップ版と

いえなくもない。

そもそも、このGoogleのPersonalized

Homeは、かなりポータル的である。た

だ、ポータルとしてはGoogleは後発だ

し、ブラウザーを提供しているわけでは

ないので、マイクロソフトなどに比べて不

利ではある。

一番の目的は、検索などのさまざまな

サービスでGoogleを利用してもらうこと。

マイクロソフトもデスクトップサーチを提

現在ベータテストが行われているGoogleデスクトップは、Googleデスクトップ検索のバージョン2という位置付けで

ある。名称からは検索が取れて、Googleデスクトップ2となっている。そして、単なる検索ツールを越えて、インター

ネット情報を利用するためのデスクトップツールに進化している。

図1 Googleデスクトップ2は、サイド

バーと呼ばれるアクセサリープログラムの

表示領域を持つ。

Googleデスクトップ2
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供しはじめたし、次世代のVistaでは、

それをより強化するようだ。とすると、

Googleも黙って見ているわけにはいかな

い。そこでGoogleデスクトップに付加価

値を付けるとともにGoogleをさらに利用

してもらうおうというわけだ。

このサイドバー、Windows Vistaにも

同名の機能が搭載される予定だ（図3）。

ただし、こちらはMac OS Xの Dash-

boardとウィジェットのように、もう少し

ツール的な要素が強い。

いまのところ、Googleデスクトップのサ

イドバープラグインは、サイドバーの外に

出ることはできない。

さらに拡張された検索機能

一見、今回の改良は、サイドバーがメ

インのように見えるが、実際には、検索

機能やインデックス作成機能も改良され

ている。まず検索機能だが、検索バーで

のインクリメント検索が行われるように

なった。これをGoogleでは「クイックファ

インド」と呼んでいる。検索キーワードを

入れていくと、それに応じて、検索結果

が数個表示される（図4）。ここには、デ

スクトップ検索の結果とウェブサーチへ

のリンクなどが置かれる。そこに望む結

果があれば、素早く目的の文書に到達で

きるし、なければ、ウェブブラウザーを開

いて従来通りのデスクトップ検索結果が

得られる。また、ここからウェブ検索以外

にもGoogleのイメージ、グループ、ニュー

スなどへの検索も直接可能だ（図5）。

また、デスクトップ検索の対象は、デ

フォルトでハードディスク全体となり、ス

タートメニューやプログラムなども検索

対象となる。このため、クイックファインド

では、キーワードと一致するなら、スター

トメニューのプログラムなどが優先して

表示される。たとえば、Wordをインス

トールしてあれば、“wo”と入れたあたり

でスタートメニューに登録されている

ワードがヒットする。ここは、簡単なプロ

図2 Googleのサイトには、サイドバーに

組み込んで利用できるさまざまなプラグイ

ンが登録されている。

図3 次のWindows Vista

にもサイドバーと呼ばれる領

域があり、ここにガジェットと

呼ばれるアクセサリープログ

ラムを配置できる。

図4 サーチツールバーは、インク

リメンタル検索が可能で、検索結果

が小さなウィンドウに表示される。

図5 このウィンドウからイメージ

検索やニュース検索へも移動でき

る。今回のGoogleデスクトップ

は、プログラムも検索対象になり、

スタートメニュー内のプログラム

を検索して起動させることもでき

る。

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D



96 ││ INTERNET magazine ││ 2005 ││ 12 ││

図6 Outlook用のGoogleデスク

トップツールバー。メールの検索だけ

ができるようになっている。

グラムラウンチャーとしても利用可能な

わけだ。

ウィンドウは、上下方向には大きくでき

ないが、左右方向には拡大縮小が可能

だ。

前述のようにデスクトップ検索の対象

は、デフォルトでハードディスクすべてに

なった。これは、従来のデスクトップ

サーチよりも、インデックス化する対象が

広がったからである。単にいろいろな

ファイルに対応しただけでなく、Outlook

内の予定やコンタクトなどにも対応して

おり、以前よりも、インデックス化できる

情報の種類が増えた。もともと、ファイル

に対しては、プラグインでインデックス化

の対象にできた。しかし、これは、あくま

でもテキストサーチやメールとして扱うも

のだった。また、1つのファイルの中に複

数の情報があったとしても、ファイルとし

ての検索は可能だったものの、中を個別

の情報として扱うことができなかった。

もう1つ、今回追加された機能にOut-

look用の「Outlookツールバー」がある。

これは、メール検索を直接行う機能。こ

のツールバーの検索は電子メール（必ず

しもOutlookのものだけに限らない）の

みになるが、専用のウィンドウが開いて、

結果が表示される（図6）。

このウィンドウの表示は、From、Sub-

ject、Dateの3つのカラムからなるが、各

カラムをクリックして選んだのちに、文字

キーを押すと、その文字を先頭に持つ項

目へジャンプできる。たとえば、Fromの

カラムをクリックすると、検索結果は

Fromでソートされる。ここでたとえば

“s”キーを押すとsで始まるFromフィー

ルドを持つメッセージへと移動する。

メール検索だけに機能を絞ってあるが、

これはそれなりに便利。特にOutlookに

大量にメッセージをため込んでいる人に

は便利かもしれない。

時間軸から見る

また、デスクトップサーチをウェブブラ

ウザーから行うときや、結果をウェブブ

ラウザーで表示させたとき、「タイムライ

ン」というオプションが表示される。これ

は、インデックス対象となった情報やウェ

ブの閲覧を時間順にならべて表示させ

るもの（図7）。

ウェブの閲覧履歴であれば、インター

ネットエクスプローラーでもできるが、こ

の機能は、電子メールやファイル（作成

日）、チャット記録も同時に時間順に見る

ことができる。

我々の記憶には、時間の前後関係だ

けが残っていることがある。どこかの

ウェブページを見たのは、○○のページ

の後だったとか、その前にファイルを編

集したとかである。このデスクトップ

サーチの時間順の表示は、こうした手が

かりからの「検索」も可能になる。実際

に使ってみると、もう少しという感じもあ

る。たとえば、現在、Googleのウェブ検

索では、Gmailアカウントを使って履歴保

存が可能だが、これとは別になってい

る。Googleと検索して開いたサイトは

ウェブページ閲覧の履歴として残るが、

ここに検索履歴も取り入れてほしい。

また、ファイルは作成時間（コピーした

ときや新規に作成したとき）が記録して

残るが、修正日時も記録してほしいし、

同時にOutlookの予定なども入れてほし

いところだ。

テキストサーチだけではもう
済まない

以前解説したWindowsの Index Ser-

viceでは、ファイル内のテキストと別にア
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トリビュートと呼ばれる情報もインデック

ス化できる。これはたとえば、ファイルの

更新日付やOutlookが持つ予定やコンタ

クトなどが該当する。これらの情報は

ファイルに関連付けられてはいるものの、

検索結果としてファイル名だけが得られ

てもどうしようもない。

電子メールソフトでは、メッセージを

ファイルに複数入れて管理することが多

い。このとき、検索結果としては、メッ

セージが格納されているファイル名では

なく、個々のメッセージが検索結果とし

て得られなければあまり意味がない。こ

れらは情報の格納形式としてはファイル

かもしれないが、情報としてはファイルで

はない形である。これに対して文書ファ

イルや表計算のファイルは、ファイル1つ

がひとまとまりの情報に対応しているた

め、検索結果としてファイル名が得られ

ればよく、あとは、該当アプリケーション

の検索機能でなんとかなる。

予定やコンタクトも同じように個々の情

報が独立している。パソコンが扱う情報

には、このような非ファイル形式の情報が

少なくない。

Googleデスクトップ2の機能拡張はこ

こを狙ったものだが、SDKの資料を見る

限り、どのような情報を扱えるかは

Googleデスクトップ側で定めてあり、任

意の形式の情報を検索対象とはできない

ようだ。

実は、こうした情報の扱いを広範囲に

システム側で行おうとしたのが、次期

WindowsであるVista（開発コード名

Longhorn）に搭載される予定だった

WinFSなのである。WinFSは簡単にい

うと、SQLサーバーのエンジンと、システ

ムが定義する電子メールやコンタクトの

スキーマ定義からなる。このスキーマ定

義は、ユーザー側アプリケーションで

フィールドの追加などが可能で、オリジナ

ルのレコードはそのままに、フィールドを

追加したデータベースをアプリケーショ

ンが独自に利用できるようになっていた。

また、こうして定義された機能を使うこと

で、アプリケーションと扱う情報は分離

され、複数アプリケーションが同じ情報

を、ファイルフォーマットを理解することな

く共有することが可能になるはずだっ

た。

これを利用することで、Vistaではさら

にデジカメ写真のExifやMP3のID3タグ

などもデータベース化しようとしていた

のである。

しかし、VistaへのWinFSの搭載が断

念され、それは、現在のIndex Service

を強化したものに置き換えられた。この

ため、検索機能やそれを使ったファイル

のブラウズなどは残ったものの、情報を

アプリケーションで共有する機能はお預

け（Vistaの製品版出荷後にWinFSを導

入するアップデートが予定されている）と

なってしまった。

このために、Vistaでは、こうした機能

のパフォーマンスが落ちることになった。

というのは、Indexサービスは、あくまで

もファイルの中身を読んでインデックスを

構築するものであるため、最新状態で

ファイルをブラウズさせるためには、どう

してもそのたびにファイルの更新を確認

して、読み込む必要があるからである。

これに対してWinFSは、自身がデータ

ベースであるため、データは自分で管理

しており、インデックスの更新はデータが

更新されたタイミングで行える。

将来的にWinFSが導入されることを

考えると、Googleデスクトップがどのよう

に進歩していくのかは非常に興味がある

ところだ。サイドバーなんてアプリケー

ション方面への展開もこれを考えてのこ

とかもしれない。

マイクロソフトがインターネット検索に

力を入れ、Googleがデスクトップ検索を

強化するといった状況であり、また、

ニュースなどでも、両社の対決姿勢を報

道するものが少なくない。

しかし、かつても、ウェブブラウザー

やJavaでもそうだったように、こうした

対決が激しくなるほど、製品の進歩も早

くなり、より高度な機能が提供されるよう

になる。その点では、Googleデスクトッ

プの今後が楽しみでもある。

図7 デスクトップ検索結果をウェブブラウザーに表示したとき、ファイルやメール、ウェブの閲

覧履歴を時間順に見る「タイムライン」表示機能が利用できる。
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